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※「景観資源の対象」の（ ）内番号は、位置図に掲載した写真番号

分類 項目 景観資源の対象 場所 写真 応募者選定理由

白木

（5-4）

白木集落の北西に突き出た断崖絶

壁が、神功皇后の出征の伝説を持つ

門ケ崎である。20m～40m の鋭く尖

った岩峰や大岩塊の積み重なりが

壮大である。岸壁は約 6300 年前に

貫入した黒雲母花崗岩から出来て

おり、方状の節理が発達していて、

波浪による浸食や崩落が進み、門状

の大きな海食洞が出来ている。遊歩

道が整備され上方から観察できる。

白木の門ヶ崎か

ら見た越前海岸

の景観

（11-2）

白木の門ヶ崎は、隠れた？敦賀市の

景観ポイントのひとつ。ここから

は、越前海岸が良く見える。特に夕

暮れの日没直前の景観は、お奨めと

思う。

白木の門ヶ崎か

ら見た門ヶ崎観

音の景観

（11-3）

白木の門ヶ崎は、隠れた？敦賀市の

景観ポイントのひとつ。門ヶ崎観音

には、関西地区からも参拝客が来る

とか。真っ青な海と空、白い雲を背

景にした景観は、お奨めと思う。

白木の門ヶ崎か

ら見たもんじゅ

の景観

（11-5）

白木の門ヶ崎は、隠れた？敦賀市の

景観ポイントのひとつ。ここから

は、もんじゅが真正面に見える。真

っ青な海と空を背景にした景観は、

特に秋口にはお奨めと思う。

白木

（25-1）

『敦賀志』に「此の浦の出岬に大巌

有りて、門のかたちをなせり」とあ

る。俗に門ヶ崎と称し舟行して観る

べしとあり、その形はあたかも左右

に建つ門に見える。日本海に面し、

はるかに越前崎を望む奇勝の地で

ある。

門ヶ崎

白木

（25-2）

天然の造形、神秘的な魅力と自然に

対する思敬の念を感じる。花こう岩

で形どられた観音さま、他府県から

も参拝に訪れている。冬の夕日が重

なる時が絶景だ。

自
然
景
観

海
岸
・
半
島
景
観

水島
水島

（9-1）

水島がこの美しさのまま残るよう

に
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水島

（9-2）

黒松よ頑張れの願いをこめて

水島

（9-3）

美しい水島に感動

水島

手ノ浦（県道か

ら見た水島の景

観）

（37-2）

敦賀湾に浮かぶ水島、夏には海水浴

客で島からあふれるぐらいにぎや

かになりますが、シーズンが終り静

かに休んでいるような水島が美し

い。

気比の松原

（15-1）

海と砂浜と松木がありふれたポイ

ントだが松林のいくつもの太い幹

も魅力の一つである。

気比の松原

（35-2）

いつもの馴染み深い松原とはまた

別の顔に感じたから。

気比の松原（花

城側から）

（35-3）

海面からの水蒸気がきれいに感じ

たから。

自
然
景
観

海
岸
・
半
島
景
観

気比の松原

（松原公園）

松島町

（16-3）

松原公園の紅葉に新雪が降りすば

らしい彩りを見せてくれた。

分類 項目 景観資源の対象 場所 写真 応募者選定理由
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気比の松原

（松原公園）

松原公園遊歩道

周辺からみた景

観

（12-5）

松の木が殆どとの印象があるが、公

園内は桜、銀杏など紅葉する木々が

沢山ある。約 1.7km（？）の遊歩道

を歩けば他にも引けをとらない。春

は新緑も楽しめる。松原海岸も勿論

素晴らしいが、木々の中に入って見

るのも、また違った風景が楽しめ

る。

江良

（13）

松ヶ崎の自然の四季（写真）敦賀湾

に面し岩礁に立つ老松の雄姿

江良

（34-5）

敦賀の自慢の景色の一つと思って

います。東浦海岸の代表的景色。

手ノ浦（県道か

ら見た手ノ浦海

岸のイカダ）

（37-5）

西浦方面はよく釣りに行く場所で

す。道路より手ノ浦海岸のイカダが

浮かんでいる景色がすばらしいの

で写しました。

手ノ浦（白砂の

手ノ浦浜がすば

らしい。道路よ

り手ノ浦浜と入

江の景観）

（37-1）

敦賀半島の中で一番広い砂浜で白

砂と海の青とが非常に良いコント

ラスになっていてすばらしい。

杉津と横浜にあ

る遊歩道

（16-4）

国道 8 号線より観る敦賀湾につき

出た、4つのピークを持つユニーク

な型の岡崎は夕方や 70m 近い高度

感のある遊歩道は楽しい。（但し道

は荒れている）

自
然
景
観

海
岸
・
半
島
景
観

松ヶ崎、手ノ浦

などの海岸風景

赤崎

（34-4）

岩の上の松の木の生命力にいつも

力強さを感じ、いつまでも残ってい

てほしい景色です。

分類 項目 景観資源の対象 場所 写真 応募者選定理由
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海
岸
・
半
島
景
観

松ヶ崎、手ノ浦

などの海岸風景

縄間の里山より

見た縄間の田園

と常宮・沓の集

落の海岸の風景

（19）

あまり、地元の風景をじっくりと眺

めたことがなかったが、里山へ登り

眺めたとき、あまりにも、綺麗な風

景に見とれてシャッターを押した。

池河内

阿原池南側

（5-3）

池河内湿原には様々な花が咲くが、

4月中旬にキタコブシが、四方に広

がる枝々に、こぼれんばかりに真っ

白な花をつけ、豪華な広がりを見せ

る。この地区にはキタコブシが約

100m 離れて 2 本あるが、いずれも

樹高約 15m、幹周り約 1m の見事な

大木である。西側の方が枝々に纏ま

りがあり全体が丸みを持っている。

東の方はやや散乱したように広が

る。

春の池河内の川

（10-1）

初めて池の河内に行ったのが、春だ

ったのですが、きれいな川に鴨が泳

いでいて、すごくきれいな景色に感

動したのを覚えています。

池河内

（24-4）

昭和 52 年に、阿原ヶ池を中心とし

た池河内湿原は、福井県の自然環境

保全地域として指定された。ここに

は、北方系と南方系の動植物が入り

乱れ、日本海岸系の要素も加わり学

術的にも注目されている動植物の

宝庫である。

池河内

（31-1）

福井県の自然環境保全地域に指定

され、南方系、北方系、日本海岸系

の要素が入り混じり、動植物の宝庫

となっている。四季を通じて美し

い。福井県唯一の珍しい湿性植物も

多い。

池河内湿原

池河内湿原

（35-5）

動物の足跡がたくさん付いていて、

みんなが春を待ち望んでいるよう

に感じたから。

自
然
景
観

田
園
景
観

田園
阿曽の棚田

（5-6）

棚田

分類 項目 景観資源の対象 場所 写真 応募者選定理由
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沓見 夏の終わ

りの田園と野坂

山

（29-2）

夏の終わり、稲穂が頭を垂れる沓見

の田園。畦道の向こうには、敦賀の

シンボル野坂山。特に太陽が西に傾

く午後～夕は、まさに”夏の終わり”

の日本の原風景的景観で、都会の生

活に疲れた身には最高の癒やし風

景です。

新保のバス停の

広場から、農地

や山を見上げる

景色。特に春か

ら初夏が良いと

思います。

（10-2）

私は新保に住んでいるのですが、特

にバス停の広場から見上げる農地

や山の景色が最高に良いと思いま

す。澄んだ空気に豊かな自然が映し

出されている感じがなんともいえ

ない気持ちにさせてくれます。

新保の田園風景

（18）

私は新保に住んでいるのですが、特

に段々畑の上部から見る田園風景

や山の景色が最高に良いと思いま

す。澄んだ空気に豊かな自然が映し

出されている感じがなんともいえ

ない気持ちにさせてくれます。

中郷地区小河区

（8-1）

我が家の畑です。広さは約一反。そ

ばの栽培は、今年で 6年目です。村

のたくさんの人と一緒に種まき、刈

り取り、ハサ掛け、脱穀、トウミ掛

けなどを行っています。

中郷地区小河区

（8-2）

放置されて荒れ果てていた田ん

ぼ・・・、仲間と一緒にハス池にと

甦らせました。花ハスの苗を植えつ

けて 2年目の今年です。それはそれ

は見事でした。

田園

樫曲 79 中池見

ふれあい里

（26-2）

中池見ふれあいの里で田植があり

樫曲のボランティアの人と子供達

が参加した。田植をいろんな思いで

田植をされていた。

自
然
景
観

田
園
景
観

みかん畑
大比田

（14-2）

みかん狩り PR

分類 項目 景観資源の対象 場所 写真 応募者選定理由
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みかん畑
元比田

（6-1）

東浦地区の大比田のミカン栽培は

江戸時代初期にも遡る。戦前は阿曽

地区が特に盛んであったが、現在

は、主に大比田や元比田の農家 10

数戸によって段々畑で温州ミカン

やハッサクが栽培されている。国道

8 号線沿いで観光ミカン園が開か

れている。

田
園
景
観

彼岸花群生

高野地区梅林下

高速道路の下あ

たり

（1）

彼岸花の群生している場所はなか

なかありません。泉ヶ丘病院から帰

る途中、遠くの方に赤く染まってい

る場所を見つけ、もしかして・・・

「うわぁ～キレイ～」彼岸花が梅林

の下に群生していました。私有地な

ので、景観を残す運動をしても残ら

ないかもしれませんが、選ばれれ

ば、農家の人が、代々枯らさず荒ら

さず、残していってくれるかもしれ

ません。

敦賀総合運動公

園

（12-1）

緑の芝生とともに、スポーツ愛好家

にとって絶好の景観と環境。生き生

きした緑の芝生と、青い野坂山は自

然一杯の絶好の景観。この素晴らし

い環境でスポーツが出来るのは最

高に幸せ。

沓見

田んぼに張られ

た水に映る野坂

山

（29-1）

日本の原風景的景観が残る沓見の

田園。田植え前の 5月初め頃は、水

の張られた田んぼに敦賀のシンボ

ル野坂山が逆さに影を落とし、この

時期だけの癒しの景観が見られま

す。

野坂の夢街道途

中から見た

野坂岳の景観

（11-4）

敦賀市を代表する山は、やはり野坂

岳。市内各所から見えるが、ここが

ベスト・ポジションと思う。

砂流

（27-1）

啄木の心より・・・。今まで何度仰

ぎ見た事でしょう。

自
然
景
観

山
並
み
景
観

野坂岳

野坂 野坂岳三

ノ岳

（5-5）

野坂岳は敦賀市民だけでなく県内

外の多くの人達に親しまれた山で、

年中登山者が絶えない。冬も雪の中

を登るのも楽しい。二ノ岳から三ノ

岳にかけてはブナ林が美しく新緑

や紅葉の時期も素晴らしいが、条件

が揃えばこのような樹氷を見るこ

とがある。

分類 項目 景観資源の対象 場所 写真 応募者選定理由
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山(黒河）

（15-2）

滝と言えば自然に出来た物を言う

のであるが、ここは土積流を防止す

る為に出来た人工滝であるが観て

いると総大的でイヤな事を忘れさ

せてくれる魅力がある。

山

（15-3）

白砂で豊富な水、緑がいっぱい、実

にすばらしい所

山の林道に入る

ところから見た

（23-2）

敦賀市の水源として、多くの水量が

あり、よごれていないとてもきれい

な川である為。

黒河

山地区の黒河川

（雨谷）

（35-1）

夏だけでなく、春の良さも知って欲

しいと感じたから。

河
川
景
観

笙の川

鳩原地籍笙の川

（鳩原橋上・下

流）

（39-2）

中京、阪神地方から多くの釣り人、

訪れる人気スポット。

総合運動公園

（27-2）

「敦賀 千本桜」として何年、何十

年か先がたのしみです。

自
然
景
観

そ
の
他
自
然
景
観

桜並木

新和町２丁目

（6-4）
－

分類 項目 景観資源の対象 場所 写真 応募者選定理由
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来迎寺橋より河

口方面の景観

（3）

昭和 28 年頃、当時の青年団の有志

の方が、戦災で消失した元、北津内、

南津内の桜並木を偲んで、人の心を

和ませようと植樹したと聞き及ん

でいます。樹齢 50 年以上の桜並木

は市内でもないと思います。

野神（バイパス）

（21-1）
－

桜がきれいだったので秋も行った。

バイパスの近かくでみんなの足が

運びやすい。

三島２丁目辺

り、天理教越乃

国大教会近く

（12-4）

敦賀に多くの桜の名所はあるが、桜

並木の長く続いているのは、ここが

一番と思っている、この通りは他の

道に比べ車、人の通行が少なく、こ

の立派な桜並木を知る人が少ない

と察し、多くの人に知らせたい。（こ

の道にベンチが有れば良いと思い

ます）

桜並木

泉ヶ丘町

（27-5）
－

手前みそとお笑いかもしれません

が、私の「仮の宿に」（エメラルド

ハウス）つながるこの道路にて。こ

とし 2 月からこちらにおせわにな

って、桜の時期にこの「さくら坂」。

そして、渓山荘の 1本の「しだれ桜」

泉ヶ丘町の「桜並木」に出会い・・・。

最高の幸せです。

原

西福寺境内

（12-2）

西福寺庭園内の風景では有りませ

んが、境内の水面に浮かぶ水草と赤

色と橙色の樹木そして緑の組合せ

が、控えめな狭い範囲ですが何とも

いえないくらい素敵です。

西福寺のコスモ

ス畑

（7）

近くにコスモス畑があるのが嬉し

くって毎年家族でコスモス祭りに

参加しています！引っ越してきて

2回目の参加です。今年はお気に入

り写真がとれたので！

自
然
景
観

そ
の
他
自
然
景
観

庭園

神楽（曙町）

（34-3）

銀杏の美しい樹木と落葉の美しさ

はとても好きな風景です。

分類 項目 景観資源の対象 場所 写真 応募者選定理由
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黒河川支流口無

谷第３号滝

（5-1）

黒河川には多くの滝があるが、中で

も支流口無谷には、落差約 20m～5m

の落差をもつ滝や花崗岩の上を流

下するナメ滝など十数の滝が連続

して存在する。その規模や数におい

て敦賀市内では最大である。

鬼ヶ滝

黒河渓谷支流口

無谷

（16-5）

四季を通じて口無谷の清流と滝が

楽しめる。

妙の滝

金山

井ノ口川源流

（5-2）

野坂岳の真西背面に位置する海抜

約 680m の井ノ口川源流に、落差約

30m（推定）、最大幅約 2m の滝であ

る。幅約 100m、高さ 30～50m の一

大岸壁のほぼ中央から落下する水

流は、あたかも天女の羽衣を垂らす

ような優美な姿である。残念ながら

道はないので一般にはなかなか近

づけない。

金山

金山彦神社境内

（24-2）

福井県でも 2番目に大きな巨木。県

内でも代表的な名木のひとつ。主幹

の一部には、かなり多くの乳がたれ

さがっている。乳の内部には上質の

デンプンが含まれている。石塚資之

の著した「敦賀志」にこの乳を煎じ

て飲むと乳がよくなると書かれて

いる。

自
然
景
観

そ
の
他
自
然
景
観

巨樹

小河（コミュニ

ティバス小河出

口停留場前）

（30）

悠久の昔から、村人の行き帰りを見

守って来た、タブの巨木老幹で地区

のシンボルです。樹齢推定約 150

年、樹高約 15m、幹回り 6m、四方約

10m にわたり枝を広げる巨木でど

っしりとした風格

気比神宮前

（26-1）

気比神宮の鳥居の前で山と消防隊

の芸が一つになり梯子の芸が光っ

た一枚です。

歴
史
・
文
化
的
景
観

郷
土
芸
能
景
観

まつり

常宮

（26-3）

気比神宮の神様と常宮神社の神様

が年に一回のデートする日です。お

り姫とひこ星のように、年に一度、

海を渡り気比神宮の神様が常宮の

神様に会いに来るお舟を写しまし

た。昔のお話し素敵です。

分類 項目 景観資源の対象 場所 写真 応募者選定理由
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刀根

（31-4）

春祭は、1700 年ほど前に仲哀天皇

が敦賀に行幸の際、立ち寄られたこ

とを再現し、桂の枝の作りものを頭

にのせた子どもたちが行列をする。

秋祭もまた、仲哀天皇に献上したと

される牛の舌の形の餅、あずきを入

れた赤餅など、子どもたちが役目を

担って奉納する。残したい情景であ

る。

本町１丁目

（37-4）

50 年振りに、つるが祭りに孫と一

緒に行きました。昔はこんなに夜店

がありませんでした。神楽通りから

本町・駅前通りまでありびっくりし

ました。

金ヶ崎

（34-1）

桜の名所の 1 つは敦賀では金ヶ崎

宮です。敦賀の自慢の場所であり行

事も一番気持ちのいい気候の頃の

まつりです。

金ヶ崎

（34-2）

春の美しさの中にこの行事がとて

も似合う感じがします。華やかさが

とても感じられる。

郷
土
芸
能
景
観

まつり

曙町

（6-2）

氣比神宮には色々な特殊神事があ

るが、御田植祭もその一つで三百年

以上の伝統に支えられ、毎年 6 月

15 日に行われる。旧神領地である

敦賀市津内の篤農家が奉仕し、田長

以下早乙女が古伝の神楽歌を口ず

さみ豊穣を祈願するものである。

歴
史
・
文
化
的
景
観

歴
史
的
建
造
物

城跡
刀根 60 号字外

ヶ谷

（31-3）

賤ヶ岳の合戦（天正 11 年、1583 年）

の際、戦国時代の武将である柴田勝

家の本陣が置かれたところである。

遺構が良好に遺存しており、平成

11年 7月 13日に国指定史跡となっ

た。大変、美しい。

分類 項目 景観資源の対象 場所 写真 応募者選定理由
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山

稲荷神社内

（23-3）

とても厳粛な空気を感じ、歴史的に

もとても古い神社である。杉の大木

もみごとである。

刀根

（32-2）

小さい時から春四月、冬十二月に祭

事を今も思い出として。又、テレビ

等の放送も毎年あるから。

栄新町

（32-1）

風雪をものともせず現在なお私達

に何かを訴えている様に思います。

曙町

（17-3）

日本三大鳥居ですばらしく戦災で

焼失せず残ったことです。

寺社

市野々

（26-5）

柴田庭園は、桜と紅葉も綺麗です。

庭園も建物も東さんがボランティ

アで何年も綺麗にされ大切にされ

ています。

立石

（25-3）

日本海側の様式灯台二番目に日本

人技師のみで設計施工された灯台

灯台

立石

（28-1）

過去 2 回程登って撮影したことが
ありますが、今回は生憎曇天で撮影

には不向きでした。然し何回行って
も歴史的に貴重な建物として価値
があると思いました。日本人による

洋風灯台、明治の竣工、フランス製
レンズ古人の労の一端が伺われま
す。

歴
史
・
文
化
的
景
観

歴
史
的
建
造
物

土木施設
刀根

（15-4）

柳ヶ瀬線の明治に創られたトンネ

ルで歴史的にもかけがえのない存

在である。又、その創り方にもその

時代とは思われないすばらしい創

りであり魅力がある。

分類 項目 景観資源の対象 場所 写真 応募者選定理由
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刀根

（31-2）

日本の鉄道で現存する最も古いト

ンネル。明治 13 年着工、翌年完成

した姿を完全にとどめている。全長

56 メートル。内部は石積み、レン

ガ積み、岩盤を削っただけの部分あ

りで、日本最古の旧長浜駅舎に勝ち

とも劣らない貴重なものと評価さ

れている。

刀根

（6-3）

明治15年3月10日に日本海側に最

初に陸蒸気が走り出した。それに先

駆けてこの小刀根トンネル（56m）

が明治 14 年に完成した。坑門は石

造りで、内部はイギリス積みのレン

ガ造りである。トンネルの敦賀側上

部には完成年を示す要石がはめ込

まれている。今日まで当時のままの

姿を留めており、敦賀市の文化財と

して指定されている。

土木施設

山の林道に入る

手前

（23-1）

歴史的な物を感じ、現在の橋にはな

いものがある。今までこの様な橋は

他には見ない。

相生町（大金）

（17-1）

敦賀に残る代表的建物の為。

桜町

（17-4）

川崎にあった大和田別荘がこわさ

れたのがショックで敦賀倉庫はぜ

ひいつまでも残る事を願い選ぶ。

桜町

（17-5）

後世に残してほしい建物の為。

歴
史
・
文
化
的
景
観

歴
史
的
建
造
物

建造物

野坂（土塀）

（22）

現代の野坂地区にあって中世から

のこの地区の大地主の風格を保ち

最近昔の儘の姿の土塀が復元され

美しい姿を見ることができます。戦

後にかけての変動のなかこの土塀

を持つ光友家の佇まいは戦前から

の姿を保ち続けこの土塀と横を流

れる小川の水音は私が見た 70 年前

と少しも変わっていません。

分類 項目 景観資源の対象 場所 写真 応募者選定理由
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山

石割地蔵横から

見た

（23-4）

大岩の迫力、又この大岩をお地蔵様

として奉ってきた歴史を感じる。

櫛川町湯所崎

（16-2）

海中地蔵尊。漁師たちの無事に帰れ

るようにと、風雪、大波に耐える姿

に拝んだ事があります。

名子町名子崎

（16-1）

県道からも海からも起立する岩が

見事。

地蔵等

白木薬師堂参道

（24-3）

この大きな岩は、峠を越え、白木集

落にさしかかる旧道脇の薬師堂参

道前にある。「この村がひっくりか

えるような災難時以外には、この岩

を掘り越してはならない」と言い伝

えられている。

川崎町

（観光ホテル

前）

（17-2）

いつまでも楽しめること。

松原

（気比の松原）

（24-1）

勝海舟が詠んだ漢詩は、明治天皇の

善政を称えたすばらしい歴史的文

化遺産である。

歴
史
・
文
化
的
景
観

歴
史
的
建
造
物

石碑等

常宮

（28-2）

新春の梅の花を撮りたくて敦賀方

面へ出掛けましたが、さすがにまだ

早かったようでした。それでも常宮

神社の梅の蕾もかなり膨らんでい

ました。もう一週間か 10 日程後の

方がよかったかも知れません。社の

灯籠の赤、綺麗に一列に並んだ形が

壮観でした。

分類 項目 景観資源の対象 場所 写真 応募者選定理由
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歴
史
・
文
化
的
景
観

歴
史
的
建
造
物

鉄道
金ヶ崎町から見

た敦賀港線

（33）

世界の人・物が往来した 120 年の歴

史を持つ港線は、鉄道のまち敦賀を

代表する大事な遺産。命のビザを持

って逃れてきたユダヤ人難民も通

っており、廃線となるのは非常に残

念。鉄道遺産として、また、港まち

敦賀の発展のためにも、なんとか残

って欲しいという気持ちを込めて。

みどりヶ丘団地

（みどりヶ丘公

民館前からみた

昭和の開拓団の

苦労の証の家並

み）

（2）

－

第 2次世界大戦後の射的場跡地が、

みどりヶ丘町で、ある事を、知りま

せんでした。国から、皆、同じ広さ

の土地を、与えられ、人力で、原野

を開拓された苦労の証は、恵まれた

現在の私達には、残すべき、景観だ

と、思う。

粟野地区

（6-5）

粟野地区の御名、公文名は、黒河川

の形成する扇状地上に集落が展開

されている。かつては、集落が数戸

単位に分散していた。また、フェー

ンの南東風から守るために屋敷の

周りに防風林が植えられていた。富

山県の礪波平野の散居村のミニ版

である。現在は、新興住宅地が広が

り、かつての散居村的な風景はごく

一部残っている。上の写真は、洪積

扇状地上に分散して展開する山集

落である。下の写真は、公文名に残

る屋敷林を持つ散居村的な農家で

ある。一部には水害防止のために石

垣を巡らしている。

農
村
・
漁
村
集
落
景
観

農
村
集
落
景
観

集落

山区集落

（23-5）

これだけ広い農村集落を残してお

きたいから

新港

（27-3）

この 2月、故郷に一人移り帰って、

二男が連れて行ってくれた「新港」

「すずらん丸」も入港していて思わ

ぬ賑わい。まだまだ、敦賀は発展す

ると、幸せな喜びでした。

都
市
的
景
観

ベ
イ
フ
ロ
ン
ト
景
観

敦賀港

江良、赤崎

（4）

江良、赤崎あたりから市街地を見た

夜の敦賀湾でフェリーが停泊して

いると、海にシャンデリアが灯った

ように見える。

分類 項目 景観資源の対象 場所 写真 応募者選定理由
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敦賀港
港大橋

（14-1）

キレイだから

金ヶ崎緑地公園

（ボードウォー

ク）

（35-4）

船が未来へ向かって進んでいるよ
うに感じたから。

金ヶ崎緑地

金ヶ崎緑地

（37-3）

金ヶ崎緑地にボードを張りつめた
広場があり夕方、近所の人が犬をつ
れて散歩にきたりスケートをした
りで楽しく市民の癒やしの場所で
す。

ベ
イ
フ
ロ
ン
ト
景
観

きらめき港館
桜町 1-1 きらめ

きみなと館

（26-4）

きらめきみなとへ行った時、素敵な
夕焼けを見ました。急いで、シャッ
ターを切りました。素敵な夕焼けの
きらめき港です。

敦賀駅

（27-4）
－

朝 10：00 頃、小浜線の発車を待っ
ている時、人々のざわめきにフト見
たら「トワイライト」が止まってい
ました。人々の張り切った動きに感
動しました。

第２津内踏切

（20-1）

明治 3 年（1869）新政府は東京-横
浜間、京都-神戸間とともに、港湾
としての重要性から敦賀-米原間
（のちに敦賀-長浜間に変更）の鉄
道敷設を計画。やや遅れて明治 13
年に着工し、翌 14 年 2 月には金ヶ
崎-疋田間で不定期の貨物列車を運
行、わが国で 5番目の鉄道となりま
した。（関西電力広報誌引用）
この歴史的に重要な鉄道が本年 3
月末で休止事実上の廃止となった。
市が進めている新形態の鉄道の実
現と野坂山との景観を実現しても
らいたいとの理由で選出

都
市
的
景
観

都
心
景
観

駅周辺

敦賀駅

（21-2）

敦賀の玄関、賑わいのある駅前通
り。

分類 項目 景観資源の対象 場所 写真 応募者選定理由
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分類 項目 景観資源の対象 場所 写真 応募者選定理由

鳩原

（20-2）

国内でも珍しい上り線と下り線が
ほぼ直角に交差するところ、関西電
力の送電線鉄塔より見ることがで
きる。鉄道ファンには知られている
があまり知られていない。木々の生
長が著しく近い将来見ることが出
来なくなるだろう。

鳩原 8 号線㵍 谷

頂上付近より

（39-1）

鉄道写真家（専門家）も推奨

鳩原踏切から見

る景観

（38）

－

北陸線を走る電車の景観はもちろ
ん良いですが特に一日何本か、上下
線が交差する景観はすばらしいで
す。

鉄
道
景
観

鉄道沿線

鳩原８号線跨線

橋より

（39-3）

写真愛好家の人気スポット

野坂の野坂岳駐

車場から見た敦

賀市街の景観

（11-1）

敦賀市街を一望できるポイントは
他にもあると思うが、やはり野坂岳
が市を代表している。中腹まで 1
時間程度汗をかいて登れば、もっと
良いポイントもあるが、お手軽ポイ
ントとしては、ここがベストと思
う。

市街地眺望景観

北陸自動車道杉

津パーキングエ

リアからみた景

観

（12-3）

今庄から敦賀に向けて旧北陸線後
をウォーキングしたときに立ち寄
り、敦賀にこんな見晴らしの良い、
素晴らしい景色に感動。関西から来
た若いカップルも、こんな見事な所
を見たことがないと感激していた
ので、この自然に誇りに思った次
第。

杉津パーキング

杉津（北陸自動

車道下り線杉津

パーキング）

（36）

平成 21 年１月 NPO 法人地域活性化
支援センターが、各地域を代表する
公共性を有する観光施設や地域を
中心とする「恋人の聖地」として認
定され多くのお客様やカップルに
訪れていただいております、12 月
19 日よりイルミネーションを実施
しより魅力ある PA といたしまし
た。また、敦賀湾越に日本海に沈む
夕日も大変美しく敦賀市の名所の
1つであると応募いたしました。

都
市
的
景
観

そ
の
他

建築物
花城

（24-5）

花城温泉復活工事は、昭和 33 年に
進められたが計画途中にして、現在
の京阪電鉄の保養所に売却。当時苦
労して堀削した温泉が脈々と生き
続けている。源泉温度 16℃、性状
ほとんど無色透明かつ無味無臭、微
量のアルカリ性を示す。


